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河川堤防強化の取組みと課題
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▌堤防強化の背景 3

「危機管理型ハード対策」の施工について 抜粋事務連絡
H28.6.16

河川管理用通路の舗装について（通知）

▌堤防強化の背景 4

抜粋
河第167号
R3.9.21
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堤防強化に係る堤防法肩ブロックの試行について（通知）

▌堤防強化の背景 5

抜粋
河第168号
R3.9.21

〜村本管内の堤防強化施工実績〜

▌村本管内の堤防強化実施状況

合計 堤防舗装
のみ

堤防舗装+

法肩ブロック

実
績 4521.2 1057.9 3463.3

内
訳 倉津川 0 1874.7

乱川 1057.9 689.95

松尾川 0 898.6

堤防舗装のみ

堤防舗装+

法肩ブロック

凡例

（単位：ｍ）

村本管内図

乱川（川原子）

乱川（大町・万代）

倉津川（窪野目）

松尾川（蔵王半郷）

堤防舗装実績表_R5.10時点

倉津川・乱川・松尾川において
合計約4.5ｋｍ堤防強化を実施
その内、法肩ブロックを約3.5㎞施工

N

6

河川名 施工内容 着工前 完成 クラック

倉津川
（窪野目）

堤防舗装+

法肩ブロック

乱川
（川原子）

堤防舗装+

法肩ブロック

乱川
（大町・万代） 堤防舗装のみ

松尾川
（蔵王半郷）

堤防舗装+

法肩ブロック

〜堤防強化実施箇所の施工写真〜

▌村本管内の堤防強化実施状況 7

クラック
発生

クラック
発生

クラック
発生

クラック
無し

〜倉津川（窪野目）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

位置図
No.

クラック
延⻑ クラック幅 クラック位置

川裏/川表

① 15.0ｍ 5.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

② 50.0ｍ 1.3ｍｍ 右岸堤防
川裏側

③ 8.0ｍ 5.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

④ 15.0ｍ 4.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

⑤ 0.7ｍ 15.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

⑥ 2.3ｍ 2.3ｍｍ 右岸堤防
川裏側

⑦ 5.0ｍ 5.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

①

②

⑤
⑥

⑦

③

④

堤防舗装+

法肩ブロック
実施範囲

縦断クラック

凡例

N

クラック集計表

右岸堤防の川裏側に法肩ブロックに沿って
縦断的にクラックが発生

クラック：７箇所
最大延⻑：50.0ｍ 最大幅：15.0ｍｍ

8

施工時期：R4.8〜R4.11
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〜倉津川（窪野目）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

横断図 状況写真
縦断クラック（川裏側）

※左岸側クラックなし

クラック幅10ｍｍ

クラック幅5ｍｍ

法肩ブロックに沿って
縦断クラックが発生
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〜乱川（川原子）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

位置図
No.

クラック
延⻑ クラック幅 クラック位置

川裏/川表

① 4.0ｍ 10.0ｍｍ 川表側

② 2.0ｍ 10.0ｍｍ 川裏側

①

②

堤防舗装+

法肩ブロック
実施範囲

縦断クラック

凡例

N

クラック集計表

法肩ブロックに沿って縦断クラックが
発生。

クラック：２箇所
最大延⻑：4.0ｍ 最大幅：10.0ｍｍ
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施工時期：R4.4〜R4.5

〜乱川（川原子）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

横断図 状況写真

縦断クラック（川表側）
縦断クラック（川裏側）

川表側の縦断クラック

川裏側の縦断クラック

クラック幅10ｍｍ

クラック幅10ｍｍ
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〜松尾川（蔵王半郷）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

位置図
No.

クラック
延⻑ クラック幅 クラック位置

川裏/川表

① 8.0ｍ 8.0ｍｍ 左岸堤防
川表側

② 5.0ｍ 3.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

③ 10.0ｍ 10.0ｍｍ 左岸堤防
川裏川表

④ 8.0ｍ 5.0ｍｍ 右岸堤防
川裏側

①

②

④

堤防舗装+

法肩ブロック
実施範囲

縦断クラック

凡例

N

クラック集計表

点在して法肩ブロックに沿って
縦断的にクラックが発生

クラック：4箇所
最大延⻑：10.0ｍ 最大幅：10.0ｍｍ

③
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施工時期：R5.6〜R5.8
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〜松尾川（蔵王半郷）のクラック状況〜

▌堤防舗装のクラック発生状況

横断図 状況写真

縦断クラック（川裏側）縦断クラック（川裏側）
川表側の縦断クラック

川裏側の縦断クラック

クラック幅10ｍｍ

クラック幅5ｍｍ

縦断クラック（川裏側） 縦断クラック（川裏側）
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〜クラック発生箇所の堤防法勾配〜

▌原因分析と課題

倉津川（窪野目） 乱川（川原子） 松尾川（蔵王半郷）

１：１.８ 右岸（川表）

１：１.５ 右岸（川裏）

１：２.０ 川表（ｸﾗｯｸ発生箇所）

１：２.０ 川裏（ｸﾗｯｸ発生箇所）

１：１.５ 右岸（川表）

１：１.4 右岸（川裏）

14

法崩れ状況

〜クラックの原因として考えられること〜

▌原因分析と課題

２％

①舗装下部が路盤部とブロック部に分かれ、不等沈下を起こしている。
②法勾配は余盛により1.8割程度となっており、余盛上部に堤防舗装（法肩
ブロック）を実施することで更に急勾配となり、法肩ブロック設置部は
安定勾配が確保できていない。

③天端舗装を行うことにより、雨水が法肩ブロック直下の法面へ集中し、
法面が弱体化することで、法肩ブロックの重量で路肩が沈下している。

③ブロック直下の雨水浸透に
よる法面の弱体化

①舗装の一部がブロックにかかり、
不等沈下を生じている

構造令 1：2.0以上
施工（余盛） 1：1.8程度
堤防舗装 1：1.5程度
→②安定勾配が確保できていない
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〜堤防に関する各基準書の抜粋〜

▌原因分析と課題 16

・舗装面上の雨水は法面に集中し法面浸⾷が助⻑されることがあり、
舗装のクラックや⽋損箇所は停滞の雨水浸透を助⻑する箇所にもなる。

・天端の法肩部は、堤体構造上、緩みやクラックが発生しやすい箇所で
ある。

〇国土交通省河川砂防技術基準 維持管理編（河川編）

〇改定解説・河川管理施設等構造令

・小規模な堤防等において1.5割の法勾配のものがあったが、洪水時の河川
の浸透や雨水の浸透によって滑り、法崩れ等の現象が多く発生している。

・堤防天端は舗装されていることが望ましいが、堤防法面に雨裂が発生し
ないように、アスカーブ及び排水工の設置、適切な構造による法肩の保
護等を講ずるものとする。
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▌法肩ブロックの運用見直し

◆設置条件（県庁通知より） 以下の条件に全て合致する箇所に設置すること

⑴築堤河川であること

⑵河川の背後地に宅地等の資産が集中し、越水時に著しい被害が想定されること

⑶河川管理施設等構造令に基づく堤防天端幅が確保できること

＋

17

〜村本での運用の見直し案〜

⑷堤防の沈下が落ち着き、安定していること

⑸ 2.0割程度の法勾配が確保できること

＜設置条件を追加＞

①ブロックの不等沈下
②余盛・ブロック設置により安定勾配が確保できない
③雨水による法面の弱体化

＜原因＞

対策

〜法肩ブロックについて〜

▌最後に 18

〇法肩ブロックに起因する縦断クラックの原因やコストの面から
も法肩ブロックの設置箇所については十分に検討する必要がある。

〇発生したクラックについては経過観察を続け、然るべき時期に補修
を実施し、堤防強化として所定の効果と機能を確保する。

ご清聴ありがとうございました。
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堤防強化への取り組み経過〜国の⽅針〜

▌堤防強化の背景 20
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堤防強化への取り組み経過〜山形県の⽅針〜

▌堤防強化の背景 21

堤防強化への取り組み経過〜山形県の⽅針〜

▌堤防強化の背景 22


